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           ～ 週 3回（15分）のモジュールタイムを設定してフォニックス学習 ～ 

 

最近、英語を正しく読んだり

発音するための学習方法とし

てフォニックス学習が注目さ

れています。 

大阪府は公立の小学校で英

語 4技能をバランスよく身に

つけられるよう、1年生から週

3回、発音と文字の関係を重視

した英語学習教材を開発しま

した。 

開発にあたり、本市四條畷東

小学校では、平成 26年度から

2年間、大阪府英語教育推進事

業（フォニックス）の研究協力

校として、毎週３回、休み時間

を工夫して昼の 15分を捻出

し、モジュールタイム（左の日課表のメソッド）を活用して、全学

年一斉のフォニックス学習を行っています。決まった曜日・時間帯に英

語学習を設定することで 1日の流れがよりスムーズになることや、昼食

後に声を出して体を動かす活動を取り入れることで、午後からの授業が

活性化するのではとのねらいで研究実践に取り組んでいます。 

＝大阪府教育委員会の教育長が四條畷東小学校へ＝ 

この取組みの視察に 9月 24日（木）、大阪府教育委員会の向井教育

長をはじめ、大阪府教育委員会関係職員の訪問を受けました。また、本

市の土井市長、藤岡教育長、四條畷市教育委員会山本教育委員長や教育委員の皆さんも一緒に視察しまし

た。子どもたちは、多くの来校者にもかからず、この日の英語学習を楽しんで、いつものように学習して

いる様子でした。 

  ＝三重県桑名市からも来校（フォニックス学習）＝ 11月 12日（木）、

三重県桑名市教育委員会担当指導主事と桑名

市立小学校の教員 3名が大阪府教育委員会の

指導主事と共に四條畷東小学校を訪問しまし

た。大阪府教育委員会の説明と校長先生から

の取組み報告を受けた後、5年生と 6年生の

英語フォニックス学習の授業を見学し、5時間目の英語指導助手（ALT）と

担任による外国語活動の授業（6年生）も参観しました。 

四條畷市教育委員会ニュース
（学校教育課） 

内容：  

小学校外国語活動（英語） 

～フォニックス学習～の授業見学 

大阪府・桑名市（三重県）から訪問 


